
　北京オリンピック，第 90 回全国高校野球選手権大会の開催は，日ごろはスポーツ観戦
を趣味としないものでも心躍る今年の夏であった．スポーツにおいて顕著であるが，政治
や経済においても時の流れ，風向き，勢いなど，必ずしも客観的に表現し得ない“場”が
物事の結果を左右することがある．もちろん，その“場”は日ごろの備えによって形成さ
れ，偶然だけで女神が微笑んでいるわけではない．
　わが国に理学療法が誕生して 40 年が過ぎ，また，めまぐるしい世の中の変遷の中で，
先人達の知恵と歴史を振り返ることの重要性をひしひしと感じる．
　“歩きながら考える”ことは，理学療法にとって重要な課題そのものである．運動療法
室で注意深く歩行練習を繰り返しただけでは，実用歩行には結びつきにくい．実際には，
床面は不整で濡れていたり，人ごみの中で移動をする必要がある．また，荷物を持って話
をしながら歩くことも頻繁に行われる．これを実現するためには，歩く機能が自動化する
熟練の過程と注意の分散が適正になされ，複数の課題を同時に実現する必要がある．この
言葉は，同時に，日々の課題を処理しながら，将来への見通しを立てて問題の解決にあた
る思考の重要性を意味するフレーズでもある．
　理学療法では，かつて，職業への復帰を念頭においた社会参加に向けた目標設定が明確
であったように感じる．時代とともに，重度な病態や進行性疾患を有する対象者に適切な
リスク管理のもとで理学療法が実施されるようになったことや，高齢者への積極的な介入
によって理学療法の基盤は確実に広がってきたが，一部に曖昧さを抱えていると感じるこ
ともある．
　その中で，拘縮と褥瘡の予防は古くて新しい問題である．関節可動域については，凹凸
の法則，また，それに対する疑問，動物実験による拘縮の病態と物理的介入による変化，
詳細な解剖学を踏まえた徒手療法の提唱など，先人達の着眼点と歴史を踏まえた対応がな
されている．褥瘡については，光線療法と体位変換による局所的介入から，早期離床，自
己管理，活動水準の向上などにより包括的な中で介入がなされるようになっている．熱傷
による皮膚の損傷は急速な全身状態の変化をもたらし，瘢痕化によって難治性の拘縮を引
き起こす．局所の褥瘡も，様々な全身機能への影響とともに日常生活活動への阻害因子と
なる．従来から，理学療法では栄養学と薬理学が重要であることを強調してきたが，褥瘡
の予防と治療は医学的な管理と生活の双方に連動して効力を発揮するものである．
　総体的な介入を得意とする理学療法士にとって，病態，栄養，運動，生活指導，活動水
準の向上を有機的に関連づけ，肌に艶がある豊かな生活を支えることができれば，理学療
法がいっそう国民に受け容れられることになるであろう．
 （内山　靖）
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